
2024年9月薬事委員会結果 

最終版：2024年9月25日 

1. 正式採用（2024年10月8日から処方可能） 

◆酢酸亜鉛錠50㎎「ノーベル」（ノーベルファーマ）            低亜鉛血症治療剤・ウィルソン病治療剤 

◆エナラプリルマレイン酸塩錠2.5mg「サワイ」・5㎎「サワイ」（沢井製薬）            持続性ACE阻害剤 

◆エプレレノン錠25mg「杏林」（杏林製薬）               選択的ミネラルコルチコイド受容体拮抗薬 

◆トラマドール塩酸塩OD錠25mg「KO」（寿製薬）                     がん疼痛・慢性疼痛治療剤 

◆レベチラセタムDS50％「サワイ」（沢井製薬）                            抗てんかん剤 
 
2. 正式採用（処方開始日：未定） 
◆デキサメタゾン口腔用軟膏0.1%「NK」(5g製剤)（日本化薬）                     口腔粘膜用剤 
  
3. 要時発注医薬品として採用（2024年10月8日から処方可能） 
◆イブグリース皮下注250mgオートインジェクター（日本イーライリリー）      抗ヒトIL-13モノクローナル抗体製剤 
■エルレフィオ皮下注44mg・76mg（ファイザー）                     抗BCMA/CD3二重特異性抗体                  
◆オムジャラ錠100mg・150mg・200mg（グラクソ・スミスクライン）  

ヤヌスキナーゼ（JAK）／アクチビンA受容体1型（ACVR1）阻害剤           
 
4. 院外専用医薬品として採用（2024年10月8日から処方可能） 
◆酢酸亜鉛錠25㎎「ノーベル」（ノーベルファーマ）             低亜鉛血症治療剤・ウィルソン病治療剤 
◆エプレレノン錠50㎎「杏林」（杏林製薬）                選択的ミネラルコルチコイド受容体拮抗薬 
■コセルゴカプセル10mg・25mg（アレクシオンファーマ合同会社）         神経線維腫症1型治療剤（MEK阻害剤） 
◆ターゼナカプセル0.1mg・0.25mg（ファイザー）                    抗悪性腫瘍剤（PARP阻害剤） 
◆マンジャロ皮下注12.5mgアテオス・15mgアテオス（日本イーライリリー）       持続性GIP/GLP-1受容体作動薬 
◆モイゼルト軟膏0.3%・軟膏1% 28g（大塚製薬）                             アトピー性皮膚炎治療剤 
◆ラパリムス顆粒0.2%（ノーベルファーマ）                             mTOR阻害剤 
 
5. 院外専用医薬品→要時発注医薬品への移行（2024年10月1日から移行） 
◆ノボラピッド注 フレックスペン（ノボノルディスクファーマ） 
 
6. 正式採用→要時発注医薬品への移行（2024年10月8日から移行） 
◆カイプロリス点滴静注用10mg・40㎎（小野薬品工業） 
 
7. 正式採用→院外専用医薬品への移行（2024年10月8日から移行） 
◆イーケプラドライシロップ50%（ユーシービージャパン） 
 
8. 要時発注医薬品→院外専用医薬品への移行（2024年10月8日から移行） 
◆ツムラの生薬コウジン末（ツムラ） 
◆ピメノールカプセル50mg（ファイザー） 
 
9. 採用中止（2024年9月30日まで処方可能） 
◆長期収載品の選定療養導入に伴う院外専用医薬品の削除（正式決定後に配布） 
◆コバールトリイ1000（バイエル薬品） 
◆ジクロフェナクNaゲル1%「SN」（日本ジェネリック） 
◆ジフトキ「ビケンF」（田辺三菱製薬） 
◆セルシンシロップ0.1％（武田テバ） 
◆ツルバダ配合錠（ギリアド・サイエンシズ） 
◆ヒルナミン筋注25mg（共和薬品工業） 
◆リタリン錠10mg（ノバルティスファーマ） 
 
10. 採用中止（2024年10月7日まで処方可能） 

◆スペビゴ点滴静注450mg（日本ベーリンガーインゲルハイム） 
◆セララ錠25㎎・50㎎（ヴィアトリス製薬） 
◆トラマールOD錠25mg（日本新薬） 
◆ノベルジン錠25mg・50mg（ノーベルファーマ） 
◆モイゼルト軟膏0.3%・軟膏1% 10g（大塚製薬） 
◆レニベース錠2.5・5（オルガノン） 
 
11. 採用中止（在庫消尽後：日付未定） 
◆デキサメタゾン口腔用軟膏0.1%「NK」(2g製剤) （日本化薬） 
◆フラグミン静注5000単位/5mL（キッセイ薬品） 
 
12. 特定患者使用薬剤申請書が不要になる薬剤（2024年10月8日から不要） 
◆ペマジール錠4.5mg（インサイト・バイオサイエンシズ・ジャパン） 
  
13. 投与量の上限のシステム変更を行う薬（2024年10月8日に変更） 
◆ウブレチド錠5mg（鳥居薬品） 

■：全例調査対象薬 

 以上 


